
    ２００８，７，２６      新竹取物語～夏の巻 

 とっても暑い日でしたが、竹林会場は、涼しく快適でした。みなさんにも好評で、建設的な意見をたくさんいた

だきました。今後の活動に、活かしたく思います。また、会場を視察される方もあり、先日も「竹藪の整備をして

いるのを聞いたと言って、現地まで来られ、共同で竹チップの使用方法を考えてみたいと言われ、袋に入れて持ち

帰られました。」また、「新竹取物語に参加していただき、木登り体験をさせていただけないでしょうか？」など要

望もありました。少しづつ反響が広がりつつあり、うれしいことです。 

   
 朝一番に、蚊対策です。      川島地区の皆さんの野菜販売     竹チップ機械運転体験 
                 「よく売れました」喜んでおられました   一本一本チップにし、会場整備をしました。 

   

       ヨシ笛演奏  日本よし笛演奏の会 高島支部のみなさん             里山サマーカレーライス 

   
   カブト虫の観察                 小鳥の巣箱          そして、どんな小鳥がくるのかなぁ？ 

   
 後方は、カブト虫の家です。     さぁ、流しソーメンの始まりです。     食器は、もちろん竹の器です。 



   

   流しソーメン「準備はできましたか」 「角氷も流れてきたよ。・・・お味はいかが？」 

   

     すいか割体験 １ 

   
                                               竹馬体験           竹トンボ・水鉄砲・しのべ鉄砲など 

   
       魚つり体験 ミョウガの葉で魚釣り体験です。              カブトムシの家には、小さな幼虫が誕生。  

                                        来年が楽しみです。 

 ミョウガを採ったり、竹の皮をどっさり拾われた方もあり、お持ち帰りいただきました。 

子供会・校外学習などの体験会場として引き続き竹林整備していきたく思います。 

近いうちに、セラピーロードとして、利用できるようにしたく思っています。みなさま方のご協力よろしくお願いします。 

 今回のイベントにつきましては、川島地区・北船木地区・竹遊会のみなさんに大変お世話になりました。ありがとうございました。 
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